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米国の景気拡大はいつまで続くの？（3） 

設備投資に対して企業が積極的か、消極的かを測る指標であるファイナンシン

グ・ギャップは、米国が近く景気後退に陥る可能性の低いことを示唆しています。 

 企業が自由に使うことのできる資金をキャッシュフ

ローといいます。税引後利益と減価償却費を合計

し、そこから配当金や役員賞与を差し引いたもの

です。 

 ファイナンシング・ギャップとは、設備投資に在庫投

資を加えた固定投資から、このキャッシュフローを差

し引いたものです。これがプラスということは、投資が

キャッシュフローを上回ってきたこと、つまり企業の経

営姿勢が積極的になってきたことを意味します。 

 企業が過度に強気になり、過剰投資を行うように

なると、景気後退に陥る可能性が高まります。ファ

イナンシング・ギャップの動向を見ると、概ね対GDP

比＋1.8％を超えると景気後退に陥っています。 

 直近におけるファイナンシング・ギャップは、2017年

4-6月期時点で+0.25％であり、+1.8％を大き

く下回っています。米国企業の設備投資余力は

大きく、近く景気後退に陥る可能性は低いといえる

でしょう。 

米景気拡大の持続性 

（注1）データは1960年1-3月期～2017年4-6月期。網掛は景気後退期。 
（注2）米国企業は、農業と金融を除く企業。固定投資＝設備投資＋在庫投資。キャッシュフロー＝税引後利益＋減価償却費-配当。 
      ファイナンシング・ギャップ（FG）＝固定投資－キャッシュフロー。すべて対GDP比率。 
（出所）米連邦準備制度理事会（FRB）、米商務省の統計を基に三井住友アセットマネジメント作成 

【米国企業のファイナンシング・ギャップ】 


